
平成かわら版 やまぐち 第 50 号（21.10.1）

炊
出
し
訓
練
後
の
試

三角布を

峠会場
8
月
30
日
の
日
曜
日
に
、

防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
東

地
震
発
生
を
想
定
し
、
峠
・

籠
両
会
場
で
約
二
百
五
十
名

参
加
し
て
、
防
災
訓
練
を
実

し
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
が
主
体
と
な

て
炊
出
し
訓
練
・
三
角
巾
を

っ
た
応
急
訓
練
・
防
災
Ｄ
Ｖ

に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
い
、

災
意
識
の
確
認
と
災
害
時
の

処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

(

山
口
地
域
は
8
月
23
日
開
催)

平成21年10月1日

第 50号

(毎月１日発行)

中津川市

山口総合事務所

(0573)75－2126

避難完了風景後の点呼

炊出し訓練後の試食会
炊出しの様子

馬籠会場
使って
1

施っ使Ｄ防対。
の応急訓練
 市海馬が
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電池の液漏れに

よる BOX 内の

電池受け金具の

腐食状況

(写真は初期型

受信機です)

どど
んん
なな
山山
口口
・・
馬馬
籠籠
にに

しし
たた
いい
でで
すす
かか
??

区区
別別
懇懇
談談
会会
始始
まま
るる

総
合
事
務
所
か
ら
管
内
の
7

地
区
に
お
邪
魔
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
う
区
別
懇

談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

皮
切
り
は
下
山
口
第
2
区
。

9
月
1
日
に
総
合
事
務
所
長
、

地
域
福
祉
課
長
以
下
全
6
人
が

第
10
町
内
会
集
会
所
に
出
か
け

ま
し
た
。

総
合
事
務
所
か
ら
管
内
の
主

要
事
業
、
地
域
づ
く
り
計
画

（
新
過
疎
計
画
）
の
策
定
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、「
ど
ん

な
山
口
・
馬
籠
に
し
て
い
き
た

い
か
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談
し
ま

し
た
。
合
併
後
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
、
住
民
の
意
欲
の
低

下
や
合
併
協
議
の
再
検
証
の
必

要
性
の
声
が
上
が
っ
た
ほ
か
、

少
子
化
と
子
ど
も
の
教
育
、
老

朽
化
し
て
い
く
水
道
施
設
へ
の

早
期
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
地
域
を
巡
り
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ぜ

ひ
山
口
・
馬
籠
の
将
来
に
つ
い

て
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
は

電
池
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

現
在
、
山
口
・
馬
籠
で
使
用

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線(

広

報
な
か
つ
が
わ
・
や
ま
ぐ
ち)

、

設
置
後
約
30
年
を
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
ご
家
庭

に
設
置
し
て
い
ま
す
戸
別
受
信

機
に
お
い
て
も
不
具
合
が
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

「
放
送
終
了
後
、
い
つ
ま
で
も

雑
音
が
鳴
り
止
ま
な
い
。
」
と
い

っ
た
症
状
は
、
典
型
的
な
故
障

で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

山
口
総
合
事
務
所
地
域
福
祉
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
に
一
度
は
、
乾
電

池
を
交
換
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

長
年
乾
電
池
を
交
換
し
な
い

と
受
信
機
の
故
障
の
原
因
に
も

な
り
、
災
害
時
に
役
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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農農
地地
活活
性性
化化
委委
員員
会会
よよ
りり

よよ
いい
情情
報報
がが
ああ
れれ
ばば

おお
知知
らら
せせ
くく
だだ
ささ
いい

先
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
農
地
活
性
化
委
員
会
の

活
動
の
第
一
歩
と
し
て
現
在
耕

作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農
地
、
ま

た
は
放
棄
さ
れ
る
可
能
性
の
高

い
農
地
を
拾
い
上
げ
て
巡
回
を

し
て
い
ま
す
。

一
部
地
区
に
は
将
来
も
耕
作

さ
れ
そ
う
に
な
い
水
田
や
畑
が

何
カ
所
か
あ
り
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
今
後
、
所
有
者
の
方
の

意
向
を
伺
い
な
が
ら
適
切
な
処

置
を
施
し
、
放
棄
地
の
解
消
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
農
業
を
新
た
に
始
め
た
い
人

が
知
り
合
い
に
い
る
、
ま
た

は
自
分
で
や
っ
て
み
た
い
。

②
営
農
規
模
を
拡
大
し
た
い
が

土
地
が
な
い

③
現
在
の
耕
地
を
そ
の
ま
ま
に

新
し
い
作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い

な
ど
の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

第第
2222
回回
ごご
へへ
～～
祭祭
りり

実実
行行
委委
員員
会会
だだ
よよ
りり

ご
へ
ー
焼
き
ブ
ー
ス

町
内
会
か
ら
13
の
出
店
が
あ

り
ま
し
た
。

山
口
第
2
町
内
会

山
口
第
3
町
内
会

山
口
第
4
町
内
会
（
有
志
）

山
口
第
6
町
内
会

山
口
第
7
町
内
会

山
口
第
9
町
内
会

山
口
第
10
町
内
会
（
粟
島
講
）

山
口
第
11
町
内
会

山
口
第
12
町
内
会

峠
え
ご
ま
ご
へ
ー

馬
籠
町
4
町
内
会
（
有
志
）

新
田
町
内
会
（
有
志
）

上
の
原
町
内
会
（
有
志
）

久
し
ぶ
り
に
山
口
第
3
町
内

会
と
第
10
町
内
会
（
粟
島
講
）

が
参
加
し
ま
す
。
ご
へ
ー
祭
り

に
来
場
す
る
方
へ
の
も
て
な
し

だ
け
で
な
く
、
町
内
会
の
親
睦

の
た
め
に
も
な
る
祭
り
で
す
。

大
変
な
労
力
を
費
や
す
分
だ
け

達
成
感
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
参
加
し
な
い
町
内
会

も
、
ご
へ
ー
祭
り
に
伴
う
作
業

へ
の
出
役
や
当
日
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

10
月
11
日
（
日
）
草
刈

10
月
18
日
（
日
）
予
備
日

10
月
24
日
（
土
）
準
備

10
月
25
日
（
日
）
当
日

10
月
26
日
（
月
）
片
付
け

※
時
間
・
出
役
人
数
に
つ
い
て

は
、
区
長
→
町
内
会
長
経
由

で
連
絡
し
ま
す
。

山
口
を
他
地
区
へ
発
信
で
き

る
地
域
あ
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
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中
津
川
市
は
、
毎
年
8
月
26

日
を
「
治
山
治
水
の
日
」
と
定

め
、
こ
れ
に
ち
な
ん
だ
行
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ
で
砂

防
講
演
会
が
開
か
れ
、
神
坂
小

学
校
の
3
年
生
が
ホ
タ
ル
に
関

す
る
研
究
発
表
を
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
カ
ワ
ニ
ナ
の

採
取
、
教
室
に
設
置
し
た
水
槽

で
の
ホ
タ
ル
の
産
卵
や
孵
化
の

状
況
な
ど
を
30
分
に
亘
っ
て
発

表
し
ま
し
た
。

発
表
の
後
、
講
師
と
し
て
招

か
れ
た
名
古
屋
大
学
の
杉
山
範

子
先
生
を
始
め
、
来
賓
の
方
々

か
ら
「
す
ば
ら
し
い
内
容
の
発

表
だ
っ
た
」
と
お
褒
め
の
こ
と

ば
が
あ
り
ま
し
た
。（
ホ
タ
ル
を
育

て
る
会
・
蜂
谷
さ
ん
談
）

子
ど
も
た
ち
の
日
ご
ろ
の
取

り
組
み
が
「
馬
籠
ホ
タ
ル
祭
り
」

と
い
う
地
域
ぐ
る
み
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

姉姉
妹妹
都都
市市
だだ
よよ
りり

江江
戸戸
時時
代代
にに
タタ
イイ
ムム
スス
リリ
ッッ
ププ

第
16
回
大
磯
宿
場
ま
つ
り

▼
日
時

11
月
1
日
（
日
）

10
時
～
15
時

▼
会
場

山
王
町

旧
東
海
道
松
並
木

安
藤
広
重
の
浮
世
絵
で
も
有

名
な
東
海
道
五
十
三
次
。
東
海

道
は
大
磯
で
は
高
麗
寺
村
、
大

磯
宿
、
加
宿
東
小
磯
村
、
西
小

磯
村
、
国
府
本
郷
村
、
国
府
新

宿
村
と
い
っ
た
村
々
を
貫
い
て

お
り
、
大
磯
宿
は
江
戸
か
ら
数

え
て
8
宿
目
に
あ
た
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
宿
場
の
に
ぎ
わ
い

を
情
緒
あ
ふ
れ
る
演
出
で
織
り

成
す｢

街
道
市｣

、
品
川
宿
や
神

奈
川
宿
な
ど
全
国
の
街
道
の
名

産
品
を
集
め
る｢

諸
国
街
道
市｣

、

｢

狐
の
嫁
入
り
道
中｣

、
大
磯
に

生
ま
れ
た
創
作
和
太
鼓
の
勇
壮

な
演
奏
な
ど
な
ど
、
今
年
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
お
も
て
な
し
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
東
海
道
を
旅
し
た
人
達
の

装
束
で｢

旅
装
束
競｣

に
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
み
る
と
い
う
楽
し
み

方
も
。
歩
き
疲
れ
た
ら｢

き
つ
ね

屋
敷｣

で
一
服
、
狐
の
お
も
て
な

し
に
心
や
す
ま
る
こ
と
間
違
い

な
し
!?

情
緒
あ
ふ
れ
る
江
戸
風
情
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
磯
町
観
光
推
進
室


〇
四
六
三
―
六
一
―
四
一
〇
〇

砂
防
講
演
会
で
神
坂
小
3
年
生

ホ
タ
ル
の
研
究
を
発
表
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館館
長長
のの
「「みみ
ちち
くく
ささ
」」対対
談談

公
民
館
を
利
用
し
て
い
た
牧

野
か
の
こ
さ
ん
、
嶋
崎
菜
摘
さ

ん
、
宮
下
望
未
さ
ん
と
話
を
し

ま
し
た
。
ど
の
子
も
山
口
に
住

ん
で
い
る
こ
と
や
、
小
学
校
の

生
活
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

「
学
校
生
活
は
、
ま
あ
ま
あ
だ

よ
。
人
数
が
少
な
い
の
で
、
全

校
で
取
り
組
む
事
が
多
い
よ
。

運
動
会
も
皆
で
す
る
こ
と
が
多

く
な
る
よ
。
で
も
ね
、
み
ん
な

仲
間
だ
し
、
全
校
の
友
達
の
名

前
や
家
や
親
ま
で
わ
か
る
し
、

こ
う
い
う
こ
と
は
、
他
地
区
で

は
な
い
こ
と
な
の
で
、
楽
し
い

よ
。
」
「
山
口
は
、
自
然
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
し
、
五
平
餅
な
ど
の

名
物
も
あ
る
し
、
な
ん
と
い
っ

て
も
、
み
ん
な
優
し
く
て
、
温

か
く
て
い
い
よ
。
」

「
た
だ
、
坂
が
多
く
て
、
自

転
車
が
た
い
へ
ん
だ
し
、
お
店

が
な
い
の
が
残
念
。
も
っ
と
、

色
ん
な
お
店
が
あ
る
と
い
い
な

あ
。
で
も
、
住
み
や
す
い
所
な

の
で
、
山
口
は
好
き
で
す
」

館
長
・
・
・
・
明
る
い
6
年
生
、

こ
ん
な
素
直
な
気
持
ち
を
い
つ

ま
で
も
、
持
ち
続
け
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

わわ
くく
わわ
くく
体体
験験

8
月
21
日
（
金
）
に
第
4
回

わ
く
わ
く
体
験
ク
ラ
ブ
「
自
然

の
中
を
遊
ぼ
う
。
野
遊
び
ハ
イ

キ
ン
グ
」
を
参
加
者
13
名
で
行

い
ま
し
た
。

今
回
は
椛
の
湖
周
辺
で
、
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
赤
尾

友
和
先
生
を
講
師
に
、
身
近
な

自
然
の
中
で
「
遊
ぶ
」
「
学
ぶ
」

「
感
じ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

体
験
で
す
。
自
然
に
生
え
て
い

る
草
花
を
使
っ
て
絵
を
描
い
た

り
、
草
笛
や
草
ト
ン
ボ
作
り
を

み
ん
な
で
体
験
し
ま
し
た
。
他

に
も
、「
み
か
ん
の
よ
う
な
に
お

い
の
実
」
や
「
と
て
も
臭
い
花
」

な
ど
、
五
感
を
使
い
な
が
ら
自

然
を
勉
強
し
ま
し
た
。
や
さ
か

地
区
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
自

然
は
身
近
な
場
所
で
す
が
、「
面

白
い
こ
と
」
「
知
ら
な
い
こ
と
」

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う
で
、

先
生
の
話
に
興
味
津
々
の
様
子

で
し
た
。
中
に
は
「
日
曜
日
に

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
も
教

え
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
は
り

き
っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

今
回
の
体
験
で
、
学
ぶ
こ
と

に
は
、「
興
味
を
持
つ
」・「
楽
し

む
」
・
「
実
行
」
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

自然を楽しむ参加者
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新

浪市

ので

の予

日・曜日 ゴミ 行 事

1 木 可燃 母子健康手帳交付【あおぞら】9:45

下山口第１区懇談会

【7 区集会所】20:00

2 金 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

予防接種(ポリオ)【あおぞら】13:30

3 土 上山口第 1 区懇談会

【2 区集会所】19:30

馬籠諏訪神社秋祭り(～4 日)

4 日 山口地域運動会 8:45～

5 月 可燃 荒町区懇談会

【荒町生活改善センター】19:00

6 火

7 水 不燃 妊婦教室(２課)【あおぞら】13:00

8 木 可燃 乳がん･子宮頸がん検診

【あおぞら】8:30

ふれあい教室【６区集会所】13:30

9 金 行政相談【山口公】10:00

ふれあい教室【上の原集会所】10:00

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

10 土 やさかふるさと花火大会 19:00

11 日 ごへー祭り準備作業（草刈り）

※予備日 18 日(日)

12 月 可燃

13 火 リハビリ教室【山口公】13:30

14 水 ２歳児歯科健診・２歳児相談

【あおぞら】13:00

ふれあい教室【４区集会所】13:30

15 木 可燃 生きがい大学

日・曜日 ゴミ 行 事

16 金 予防接種(ポリオ)【あおぞら】13:30

17 土 わくわく体験クラブ

『賤母の森』草刈作業 9:00

18 日

19 月 可燃

20 火 乳幼児学級【山口公】10:00

リハビリ教室【山口公】13:30

21 水 特定健康診査(集団)【中津健福】9:00

22 木 可燃

23 金

24 土 ごへー祭り準備作業

25 日 第 22 回ふるさと馬籠ごへー祭り

【馬籠ふれあい広場】9:30

26 月 可燃,資源,硬質 人権相談【山口公】13:30

山口･馬籠区長会

【山口総】19:00

27 火 リハビリ教室【山口公】13:30

28 水 有害(山口) 乳幼児栄養相談【あおぞら】

9:30

３か月児健診【あおぞら】13:00

29 木 可燃

30 金

31 土

【山口総】… 山口総合事務所
【山口公】… 山口公民館
【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」☎70-1016
【中津健福】…中津川市健康福祉会館

※

ご注
行事、日時は変更になる場合がありますので
型インフルエンザへの集団感染が、恵那市、瑞

でも確認されました。感染が拡大しております

、引き続き手洗い、うがい、咳エチケットなど

防対策を行いましょう。

意ください

山口地区の

人口と世帯

（9 月 1 日現在）

人口 1,953 人

（前月比 －４）

男・・・ 940 人

女・・・1013 人

世帯・・652 世帯


